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◇あとがき◇
　私ごとで恐縮だが，わが家の愛車はいわゆる
ハイブリッド車で購入後10年経ち，走行距離は
ほぼ12万キロとなった。あちこち擦り傷にまみ
れた車を眺めつつ考えることがある。世界初の
量産型ハイブリッド自動車は 1997年 12月に発
売された。同クラスの車の 2倍の低燃費を実現
した画期的な新技術であった。それから四半世
紀が経過してハイブリッド技術はさらに進歩を
遂げ，環境問題改善の旗頭になっているかにみ
えるが，先進諸国では近い将来に完全な電気自
動車への移行が検討されている。製造に欠かせ
ないレアメタルの確保は地球全体規模の新たな
資源問題である。画期的な新技術の前には常に
新たな課題が現れる。
　わが国で初めて生体肝移植が行われたのは
1989年 11月で，爾来 30年以上が経過した。日
本肝移植学会の集計によれば 2021年末までに
10,839例の肝移植症例が登録され，うち 20歳未
満の症例は 3,730例に上る。肝移植は保険収載
された治療手段として定着した。しかしながら
多くの課題が浮上している。ドナー資源不足や
移植コーディネートの問題，深刻な社会問題化
しつつある移行期医療に関する問題，移植後の
さまざまな合併症，原疾患の再発など解決すべ
き問題は多い。一方で肝悪性腫瘍に対する適応
拡大や移植後の生活の質の向上など，発展的な
課題もみえてきている。そもそも移植医療自体
が現状でどの方向へ向かい，どのような将来的
展望を見据えているかから議論を始め，ここま
で進んできた小児肝移植の抱える今日的な課題
をまとめたいと考え，本号を企画した。内容の
一部は 2021年の第 58回日本小児外科学会にお
いても議論されたが，今回，それにさらに新し
い話題を加えて改めて小児肝移植を特集した。
執筆者の方々に深く感謝しつつ，この一冊が移
植医，小児外科医はもとより小児肝移植に関わ
る多くの方々の役に立つことを祈っている。
 （黒田達夫） 
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